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1 

は
じ
め
に

　
国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ま
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
設

副
産
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
計
画
を
定
期
的
に
策
定
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
は
約
六
〇
％
程
度
だ
っ
た

も
の
が
、
二
〇
一
八
年
度
は
約
九
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
発

展
・
成
長
期
か
ら
、
維
持
・
安
定
期
に
入
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
、
現
在
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
質
」
の
向
上
が
重

要
な
視
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
島
建
設
㈱
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
発
展

期
に
お
い
て
、
建
設
廃
棄
物
の
内
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル
が

促
進
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
建
設
汚
泥
に
着
目
し
て
、
建
設

汚
泥
を
土
質
材
料
と
し
て
再
生
利
用
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
開
始
し
、
二
〇
〇
二
年
に
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化

技
術
と
し
て
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
特
許
を
取

得
す
る
と
と
も
に
、
建
設
技
術
審
査
証
明
の
取
得
や

N
E
T
I
S
に
お
い
て
V
評
価
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
建
設
現
場
に
お
い
て
泥
土
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て

参
り
ま
し
た
。
同
技
術
は
、
開
発
当
初
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

の
「
質
」
に
拘
っ
て
開
発
し
て
お
り
、
現
在
も
更
な
る
進

化
を
目
指
し
て
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化
技

術
で
あ
る
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

2 

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
工
法
概
要

　
建
設
工
事
に
伴
っ
て
副
次
的
に
発
生
す
る
高
含
水
泥
土

（
以
下
、
泥
土
）
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
埋
立

て
処
分
や
海
洋
投
棄
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
が
、
処
分
場

の
残
余
容
量
の
逼
迫
や
海
洋
投
入
処
分
量
の
削
減
等
を
背

景
と
し
、
減
量
化
や
再
生
利
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
定
処
理
技
術
に
位
置
付
け
ら
れ
る
イ
ー

キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
高
分
子
凝
集
剤
と
固
化
材
を
泥

土
の
流
動
程
度
に
応
じ
て
添
加
し
、
約
三
〇
秒
程
度
の
攪

拌
・
混
合
を
連
続
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
粒
状
の

地
盤
材
料
を
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
泥
土
を
要
求
品
質

に
応
じ
た
地
盤
材
料
に
改
良
し
て
路
体
・
路
床
材
、
埋
戻

し
材
や
堤
体
材
料
等
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
す
。

粒
状
固
化
処
理
装
置

　
主
装
置
は
、『
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
』『
泥
土
供
給
装
置
』『
固

化
材
供
給
装
置
』『
混
合
攪
拌
装
置
（
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
）』
か
ら
な
り
、
全
て
の
機
械
を
防
音
ハ
ウ
ス
に
詰

め
込
ん
だ
運
搬
可
能
な
移
動
式
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
や
組
み
合

わ
せ
を
自
由
に
し
た
セ
パ
レ
ー
ト
型
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
技
術
の
概
略
の
処
理
工
程
は
図
1
の
泥
土
処
理
模
式

図
に
示
す
よ
う
に
、
①
泥
土
投
入
、
②
泥
土
供
給
、
③
混

練
作
業
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
①
泥
土
投
入
で
は
ご
み
や
大
き
な
礫
等
を
一
次
処
理

（
分
級
）し
た
も
の
を
直
接
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
に
投
入
し
ま
す
。

　
②
泥
土
供
給
で
は
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
内
の
原
泥
を
泥
土
供

給
機
（
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
ィ
ー
ダ
）
に
よ
り
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
へ
定
量
供
給
し
ま
す
。
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③
混
練
作
業
で
は
特
殊
連
続
ミ
キ
サ
ー
に
原
泥
が
供
給

さ
れ
る
と
同
時
に
高
分
子
凝
集
剤
を
添
加
し
、
混
合
攪
拌

し
ま
す
。
そ
の
後
固
化
材
を
定
量
添
加
し
、
連
続
的
に
混

練
・
搬
送
さ
れ
処
理
土
と
な
っ
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に

排
出
さ
れ
ま
す
。

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

﹇
安
全
・
安
心
・
早
い
﹈

• 

要
求
品
質
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
満
足
で
き
る
技
術

で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
の
技
術
的
な

評
価
な
ら
び
に
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

• 

高
含
水
状
態
の
土
砂
を
処
理
装
置
投
入
後
、
三
〇
秒
程

度
で
粒
状
物
を
生
成
で
き
ま
す
。

﹇
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
﹈

• 

建
設
汚
泥
は
、
建
設
副
産
物
の
中
に
お
い
て
運
搬
時
に

CO2
を
排
出
す
る
割
合
が
最
も
高
い
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
生
場
所
で
処
理
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
CO2
削
減
や
最
終
処
分
場
の
逼
迫
等
の
緩
和
に
貢
献

で
き
ま
す
。

﹇
近
隣
へ
の
配
慮
﹈

• 

施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
市
街
地
で
も

施
工
で
き
ま
す
。

• 

処
理
施
設
は
、
低
振
動
・
低
騒
音
で

す
。

﹇
循
環
資
源
の
有
効
利
用
﹈

• 

石
炭
灰
、
製
紙
ス
ラ
ッ
ジ
焼
却
灰
、

廃
石
膏
ボ
ー
ド
等
の
産
業
副
産
物
を

循
環
資
源
と
し
て
泥
土
処
理
に
使
用

す
る
固
化
材
と
し
て
有
効
利
用
し
て

い
ま
す
。

﹇
要
求
品
質
に
応
じ
た
材
料
選
定
﹈

• 

多
種
多
様
な
性
状
の
建
設
汚
泥
な
ら

び
に
浚
渫
土
砂
等
を
確
実
に
要
求
品

質
に
改
質
す
る
た
め
、
ま
た
、
供
給

体
制
に
対
応
す
る
た
め
、
三
〇
種
類

以
上
の
固
化
材
か
ら
選
定
で
き
ま
す
。

3 

施
工
実
績
の
紹
介

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
特

許
を
取
得
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
建
設
技
術
審
査
証
明

（
二
〇
〇
七
年
十
月
）
や
N
E
T
I
S
に
お
け
る
V
評
価

（CB-030057-V

）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年

度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
資
源
循
環
技
術
・
シ
ス
テ
ム
表
彰

に
お
い
て
ク
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を

受
賞
し
、
こ
れ
ま
で
三
〇
万
㎥ 以
上
の
施
工
実
績
を
有
し

て
い
ま
す
。
表
1
に
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
施
工
実

績
の
例
を
、
写
真
1
に
泥
土
処
理
状
況
を
示
し
ま
す
。

①泥土投入

②泥土供給 ③混練作業
図 1　泥土処理システム模式図

表 1　施工実績紹介

№ 対象泥土 利用形態 利用用途 発注機関

1 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 愛知県

2 連続地中壁工事排泥 有償売却 道路路体 NEXCO中日本

3 連続地中壁工事排泥 有償売却 場内盛土 愛知県

4 ため池浚渫土砂 自ら利用 場内盛土 浜松市

5 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 仙台市交通局

6 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 一宮市

7 鋼管ソイルセメント
杭余剰泥土

自ら利用
個別指定

橋脚基礎
埋戻し

中部地方整備局
岐阜国道事務所

8 地盤改良工事排泥 自ら利用 埋戻し 東京電力㈱

9 河川浚渫土砂 再利用 堤体盛土 関東地方整備局
荒川下流河川事務所

10 泥土圧シールド排泥 自ら利用 場内盛土 下水道事業団

11 連続地中壁工事排泥 自ら利用 埋戻し 九州電力㈱

12 漁港内浚渫土砂 再利用 公園盛土 北海道開発局

13 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 中部電力㈱

14 津波堆積土浚渫土砂 再利用 農地嵩上げ 宮城県農業農村事業部
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技
術

で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
の
技
術
的
な

評
価
な
ら
び
に
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

• 

高
含
水
状
態
の
土
砂
を
処
理
装
置
投
入
後
、
三
〇
秒
程

度
で
粒
状
物
を
生
成
で
き
ま
す
。

﹇
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
﹈

• 

建
設
汚
泥
は
、
建
設
副
産
物
の
中
に
お
い
て
運
搬
時
に

CO2
を
排
出
す
る
割
合
が
最
も
高
い
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
生
場
所
で
処
理
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
CO2
削
減
や
最
終
処
分
場
の
逼
迫
等
の
緩
和
に
貢
献

で
き
ま
す
。

﹇
近
隣
へ
の
配
慮
﹈

• 

施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
市
街
地
で
も

施
工
で
き
ま
す
。

• 

処
理
施
設
は
、
低
振
動
・
低
騒
音
で

す
。

﹇
循
環
資
源
の
有
効
利
用
﹈

• 

石
炭
灰
、
製
紙
ス
ラ
ッ
ジ
焼
却
灰
、

廃
石
膏
ボ
ー
ド
等
の
産
業
副
産
物
を

循
環
資
源
と
し
て
泥
土
処
理
に
使
用

す
る
固
化
材
と
し
て
有
効
利
用
し
て

い
ま
す
。

﹇
要
求
品
質
に
応
じ
た
材
料
選
定
﹈

• 

多
種
多
様
な
性
状
の
建
設
汚
泥
な
ら

び
に
浚
渫
土
砂
等
を
確
実
に
要
求
品

質
に
改
質
す
る
た
め
、
ま
た
、
供
給

体
制
に
対
応
す
る
た
め
、
三
〇
種
類

以
上
の
固
化
材
か
ら
選
定
で
き
ま
す
。

3 

施
工
実
績
の
紹
介

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
特

許
を
取
得
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
建
設
技
術
審
査
証
明

（
二
〇
〇
七
年
十
月
）
や
N
E
T
I
S
に
お
け
る
V
評
価

（CB-030057-V

）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年

度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
資
源
循
環
技
術
・
シ
ス
テ
ム
表
彰

に
お
い
て
ク
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を

受
賞
し
、
こ
れ
ま
で
三
〇
万
㎥ 以
上
の
施
工
実
績
を
有
し

て
い
ま
す
。
表
1
に
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
施
工
実

績
の
例
を
、
写
真
1
に
泥
土
処
理
状
況
を
示
し
ま
す
。

①泥土投入

②泥土供給 ③混練作業
図 1　泥土処理システム模式図

表 1　施工実績紹介

№ 対象泥土 利用形態 利用用途 発注機関

1 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 愛知県

2 連続地中壁工事排泥 有償売却 道路路体 NEXCO中日本

3 連続地中壁工事排泥 有償売却 場内盛土 愛知県

4 ため池浚渫土砂 自ら利用 場内盛土 浜松市

5 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 仙台市交通局

6 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 一宮市

7 鋼管ソイルセメント
杭余剰泥土

自ら利用
個別指定

橋脚基礎
埋戻し

中部地方整備局
岐阜国道事務所

8 地盤改良工事排泥 自ら利用 埋戻し 東京電力㈱

9 河川浚渫土砂 再利用 堤体盛土 関東地方整備局
荒川下流河川事務所

10 泥土圧シールド排泥 自ら利用 場内盛土 下水道事業団

11 連続地中壁工事排泥 自ら利用 埋戻し 九州電力㈱

12 漁港内浚渫土砂 再利用 公園盛土 北海道開発局

13 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 中部電力㈱

14 津波堆積土浚渫土砂 再利用 農地嵩上げ 宮城県農業農村事業部
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1 

は
じ
め
に

　
国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ま
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
設

副
産
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
計
画
を
定
期
的
に
策
定
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
は
約
六
〇
％
程
度
だ
っ
た

も
の
が
、
二
〇
一
八
年
度
は
約
九
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
発

展
・
成
長
期
か
ら
、
維
持
・
安
定
期
に
入
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
、
現
在
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
質
」
の
向
上
が
重

要
な
視
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
島
建
設
㈱
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
発
展

期
に
お
い
て
、
建
設
廃
棄
物
の
内
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル
が

促
進
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
建
設
汚
泥
に
着
目
し
て
、
建
設

汚
泥
を
土
質
材
料
と
し
て
再
生
利
用
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
開
始
し
、
二
〇
〇
二
年
に
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化

技
術
と
し
て
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
特
許
を
取

得
す
る
と
と
も
に
、
建
設
技
術
審
査
証
明
の
取
得
や

N
E
T
I
S
に
お
い
て
V
評
価
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
建
設
現
場
に
お
い
て
泥
土
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て

参
り
ま
し
た
。
同
技
術
は
、
開
発
当
初
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

の
「
質
」
に
拘
っ
て
開
発
し
て
お
り
、
現
在
も
更
な
る
進

化
を
目
指
し
て
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化
技

術
で
あ
る
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

2 

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
工
法
概
要

　
建
設
工
事
に
伴
っ
て
副
次
的
に
発
生
す
る
高
含
水
泥
土

（
以
下
、
泥
土
）
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
埋
立

て
処
分
や
海
洋
投
棄
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
が
、
処
分
場

の
残
余
容
量
の
逼
迫
や
海
洋
投
入
処
分
量
の
削
減
等
を
背

景
と
し
、
減
量
化
や
再
生
利
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
定
処
理
技
術
に
位
置
付
け
ら
れ
る
イ
ー

キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
高
分
子
凝
集
剤
と
固
化
材
を
泥

土
の
流
動
程
度
に
応
じ
て
添
加
し
、
約
三
〇
秒
程
度
の
攪

拌
・
混
合
を
連
続
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
粒
状
の

地
盤
材
料
を
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
泥
土
を
要
求
品
質

に
応
じ
た
地
盤
材
料
に
改
良
し
て
路
体
・
路
床
材
、
埋
戻

し
材
や
堤
体
材
料
等
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
す
。

粒
状
固
化
処
理
装
置

　
主
装
置
は
、『
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
』『
泥
土
供
給
装
置
』『
固

化
材
供
給
装
置
』『
混
合
攪
拌
装
置
（
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
）』
か
ら
な
り
、
全
て
の
機
械
を
防
音
ハ
ウ
ス
に
詰

め
込
ん
だ
運
搬
可
能
な
移
動
式
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
や
組
み
合

わ
せ
を
自
由
に
し
た
セ
パ
レ
ー
ト
型
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
技
術
の
概
略
の
処
理
工
程
は
図
1
の
泥
土
処
理
模
式

図
に
示
す
よ
う
に
、
①
泥
土
投
入
、
②
泥
土
供
給
、
③
混

練
作
業
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
①
泥
土
投
入
で
は
ご
み
や
大
き
な
礫
等
を
一
次
処
理

（
分
級
）し
た
も
の
を
直
接
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
に
投
入
し
ま
す
。

　
②
泥
土
供
給
で
は
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
内
の
原
泥
を
泥
土
供

給
機
（
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
ィ
ー
ダ
）
に
よ
り
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
へ
定
量
供
給
し
ま
す
。

泥土再資源化技術 
E3（イーキューブ）システム
─建設リサイクルの「質」の向上への取組み─

飛島建設株式会社　技術研究所　技術企画グループ　部長 筒井　雅行
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③
混
練
作
業
で
は
特
殊
連
続
ミ
キ
サ
ー
に
原
泥
が
供
給

さ
れ
る
と
同
時
に
高
分
子
凝
集
剤
を
添
加
し
、
混
合
攪
拌

し
ま
す
。
そ
の
後
固
化
材
を
定
量
添
加
し
、
連
続
的
に
混

練
・
搬
送
さ
れ
処
理
土
と
な
っ
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に

排
出
さ
れ
ま
す
。

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

﹇
安
全
・
安
心
・
早
い
﹈

• 

要
求
品
質
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
満
足
で
き
る
技
術

で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
の
技
術
的
な

評
価
な
ら
び
に
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

• 

高
含
水
状
態
の
土
砂
を
処
理
装
置
投
入
後
、
三
〇
秒
程

度
で
粒
状
物
を
生
成
で
き
ま
す
。

﹇
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
﹈

• 

建
設
汚
泥
は
、
建
設
副
産
物
の
中
に
お
い
て
運
搬
時
に

CO2
を
排
出
す
る
割
合
が
最
も
高
い
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
生
場
所
で
処
理
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
CO2
削
減
や
最
終
処
分
場
の
逼
迫
等
の
緩
和
に
貢
献

で
き
ま
す
。

﹇
近
隣
へ
の
配
慮
﹈

• 

施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
市
街
地
で
も

施
工
で
き
ま
す
。

• 
処
理
施
設
は
、
低
振
動
・
低
騒
音
で

す
。

﹇
循
環
資
源
の
有
効
利
用
﹈

• 

石
炭
灰
、
製
紙
ス
ラ
ッ
ジ
焼
却
灰
、

廃
石
膏
ボ
ー
ド
等
の
産
業
副
産
物
を

循
環
資
源
と
し
て
泥
土
処
理
に
使
用

す
る
固
化
材
と
し
て
有
効
利
用
し
て

い
ま
す
。

﹇
要
求
品
質
に
応
じ
た
材
料
選
定
﹈

• 

多
種
多
様
な
性
状
の
建
設
汚
泥
な
ら

び
に
浚
渫
土
砂
等
を
確
実
に
要
求
品

質
に
改
質
す
る
た
め
、
ま
た
、
供
給

体
制
に
対
応
す
る
た
め
、
三
〇
種
類

以
上
の
固
化
材
か
ら
選
定
で
き
ま
す
。

3 

施
工
実
績
の
紹
介

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
特

許
を
取
得
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
建
設
技
術
審
査
証
明

（
二
〇
〇
七
年
十
月
）
や
N
E
T
I
S
に
お
け
る
V
評
価

（CB-030057-V

）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年

度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
資
源
循
環
技
術
・
シ
ス
テ
ム
表
彰

に
お
い
て
ク
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を

受
賞
し
、
こ
れ
ま
で
三
〇
万
㎥ 以
上
の
施
工
実
績
を
有
し

て
い
ま
す
。
表
1
に
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
施
工
実

績
の
例
を
、
写
真
1
に
泥
土
処
理
状
況
を
示
し
ま
す
。

①泥土投入

②泥土供給 ③混練作業
図 1　泥土処理システム模式図

表 1　施工実績紹介

№ 対象泥土 利用形態 利用用途 発注機関

1 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 愛知県

2 連続地中壁工事排泥 有償売却 道路路体 NEXCO中日本

3 連続地中壁工事排泥 有償売却 場内盛土 愛知県

4 ため池浚渫土砂 自ら利用 場内盛土 浜松市

5 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 仙台市交通局

6 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 一宮市

7 鋼管ソイルセメント
杭余剰泥土

自ら利用
個別指定

橋脚基礎
埋戻し

中部地方整備局
岐阜国道事務所

8 地盤改良工事排泥 自ら利用 埋戻し 東京電力㈱

9 河川浚渫土砂 再利用 堤体盛土 関東地方整備局
荒川下流河川事務所

10 泥土圧シールド排泥 自ら利用 場内盛土 下水道事業団

11 連続地中壁工事排泥 自ら利用 埋戻し 九州電力㈱

12 漁港内浚渫土砂 再利用 公園盛土 北海道開発局

13 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 中部電力㈱

14 津波堆積土浚渫土砂 再利用 農地嵩上げ 宮城県農業農村事業部
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1 

は
じ
め
に

　
国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ま
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
や
建
設

副
産
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
計
画
を
定
期
的
に
策
定
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
は
約
六
〇
％
程
度
だ
っ
た

も
の
が
、
二
〇
一
八
年
度
は
約
九
七
％
と
な
っ
て
お
り
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
発

展
・
成
長
期
か
ら
、
維
持
・
安
定
期
に
入
っ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
、
現
在
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
質
」
の
向
上
が
重

要
な
視
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
飛
島
建
設
㈱
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
発
展

期
に
お
い
て
、
建
設
廃
棄
物
の
内
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル
が

促
進
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
建
設
汚
泥
に
着
目
し
て
、
建
設

汚
泥
を
土
質
材
料
と
し
て
再
生
利
用
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
開
始
し
、
二
〇
〇
二
年
に
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化

技
術
と
し
て
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
特
許
を
取

得
す
る
と
と
も
に
、
建
設
技
術
審
査
証
明
の
取
得
や

N
E
T
I
S
に
お
い
て
V
評
価
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
建
設
現
場
に
お
い
て
泥
土
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て

参
り
ま
し
た
。
同
技
術
は
、
開
発
当
初
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

の
「
質
」
に
拘
っ
て
開
発
し
て
お
り
、
現
在
も
更
な
る
進

化
を
目
指
し
て
新
た
な
事
業
分
野
へ
の
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
建
設
汚
泥
の
再
資
源
化
技

術
で
あ
る
「
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

2 

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
工
法
概
要

　
建
設
工
事
に
伴
っ
て
副
次
的
に
発
生
す
る
高
含
水
泥
土

（
以
下
、
泥
土
）
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
埋
立

て
処
分
や
海
洋
投
棄
に
依
存
し
て
き
ま
し
た
が
、
処
分
場

の
残
余
容
量
の
逼
迫
や
海
洋
投
入
処
分
量
の
削
減
等
を
背

景
と
し
、
減
量
化
や
再
生
利
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
定
処
理
技
術
に
位
置
付
け
ら
れ
る
イ
ー

キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
高
分
子
凝
集
剤
と
固
化
材
を
泥

土
の
流
動
程
度
に
応
じ
て
添
加
し
、
約
三
〇
秒
程
度
の
攪

拌
・
混
合
を
連
続
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
粒
状
の

地
盤
材
料
を
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
泥
土
を
要
求
品
質

に
応
じ
た
地
盤
材
料
に
改
良
し
て
路
体
・
路
床
材
、
埋
戻

し
材
や
堤
体
材
料
等
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
す
。

粒
状
固
化
処
理
装
置

　
主
装
置
は
、『
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
』『
泥
土
供
給
装
置
』『
固

化
材
供
給
装
置
』『
混
合
攪
拌
装
置
（
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
）』
か
ら
な
り
、
全
て
の
機
械
を
防
音
ハ
ウ
ス
に
詰

め
込
ん
だ
運
搬
可
能
な
移
動
式
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
や
組
み
合

わ
せ
を
自
由
に
し
た
セ
パ
レ
ー
ト
型
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
技
術
の
概
略
の
処
理
工
程
は
図
1
の
泥
土
処
理
模
式

図
に
示
す
よ
う
に
、
①
泥
土
投
入
、
②
泥
土
供
給
、
③
混

練
作
業
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
①
泥
土
投
入
で
は
ご
み
や
大
き
な
礫
等
を
一
次
処
理

（
分
級
）し
た
も
の
を
直
接
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
に
投
入
し
ま
す
。

　
②
泥
土
供
給
で
は
泥
土
ホ
ッ
パ
ー
内
の
原
泥
を
泥
土
供

給
機
（
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
ィ
ー
ダ
）
に
よ
り
特
殊
連
続
ミ
キ

サ
ー
へ
定
量
供
給
し
ま
す
。

泥土再資源化技術 
E3（イーキューブ）システム
─建設リサイクルの「質」の向上への取組み─
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③
混
練
作
業
で
は
特
殊
連
続
ミ
キ
サ
ー
に
原
泥
が
供
給

さ
れ
る
と
同
時
に
高
分
子
凝
集
剤
を
添
加
し
、
混
合
攪
拌

し
ま
す
。
そ
の
後
固
化
材
を
定
量
添
加
し
、
連
続
的
に
混

練
・
搬
送
さ
れ
処
理
土
と
な
っ
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に

排
出
さ
れ
ま
す
。

イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

﹇
安
全
・
安
心
・
早
い
﹈

• 

要
求
品
質
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
満
足
で
き
る
技
術

で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
確
認
す
る
た
め
の
技
術
的
な

評
価
な
ら
び
に
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

• 

高
含
水
状
態
の
土
砂
を
処
理
装
置
投
入
後
、
三
〇
秒
程

度
で
粒
状
物
を
生
成
で
き
ま
す
。

﹇
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
﹈

• 

建
設
汚
泥
は
、
建
設
副
産
物
の
中
に
お
い
て
運
搬
時
に

CO2
を
排
出
す
る
割
合
が
最
も
高
い
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
生
場
所
で
処
理
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
CO2
削
減
や
最
終
処
分
場
の
逼
迫
等
の
緩
和
に
貢
献

で
き
ま
す
。

﹇
近
隣
へ
の
配
慮
﹈

• 

施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
市
街
地
で
も

施
工
で
き
ま
す
。

• 
処
理
施
設
は
、
低
振
動
・
低
騒
音
で

す
。

﹇
循
環
資
源
の
有
効
利
用
﹈

• 

石
炭
灰
、
製
紙
ス
ラ
ッ
ジ
焼
却
灰
、

廃
石
膏
ボ
ー
ド
等
の
産
業
副
産
物
を

循
環
資
源
と
し
て
泥
土
処
理
に
使
用

す
る
固
化
材
と
し
て
有
効
利
用
し
て

い
ま
す
。

﹇
要
求
品
質
に
応
じ
た
材
料
選
定
﹈

• 

多
種
多
様
な
性
状
の
建
設
汚
泥
な
ら

び
に
浚
渫
土
砂
等
を
確
実
に
要
求
品

質
に
改
質
す
る
た
め
、
ま
た
、
供
給

体
制
に
対
応
す
る
た
め
、
三
〇
種
類

以
上
の
固
化
材
か
ら
選
定
で
き
ま
す
。

3 

施
工
実
績
の
紹
介

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
特

許
を
取
得
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
建
設
技
術
審
査
証
明

（
二
〇
〇
七
年
十
月
）
や
N
E
T
I
S
に
お
け
る
V
評
価

（CB-030057-V

）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年

度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
資
源
循
環
技
術
・
シ
ス
テ
ム
表
彰

に
お
い
て
ク
リ
ー
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を

受
賞
し
、
こ
れ
ま
で
三
〇
万
㎥ 以
上
の
施
工
実
績
を
有
し

て
い
ま
す
。
表
1
に
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
の
施
工
実

績
の
例
を
、
写
真
1
に
泥
土
処
理
状
況
を
示
し
ま
す
。

①泥土投入

②泥土供給 ③混練作業
図 1　泥土処理システム模式図

表 1　施工実績紹介

№ 対象泥土 利用形態 利用用途 発注機関

1 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 愛知県

2 連続地中壁工事排泥 有償売却 道路路体 NEXCO中日本

3 連続地中壁工事排泥 有償売却 場内盛土 愛知県

4 ため池浚渫土砂 自ら利用 場内盛土 浜松市

5 地盤改良工事排泥 自ら利用 道路路床 仙台市交通局

6 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 一宮市

7 鋼管ソイルセメント
杭余剰泥土

自ら利用
個別指定

橋脚基礎
埋戻し

中部地方整備局
岐阜国道事務所

8 地盤改良工事排泥 自ら利用 埋戻し 東京電力㈱

9 河川浚渫土砂 再利用 堤体盛土 関東地方整備局
荒川下流河川事務所

10 泥土圧シールド排泥 自ら利用 場内盛土 下水道事業団

11 連続地中壁工事排泥 自ら利用 埋戻し 九州電力㈱

12 漁港内浚渫土砂 再利用 公園盛土 北海道開発局

13 連続地中壁工事排泥 自ら利用 場内盛土 中部電力㈱

14 津波堆積土浚渫土砂 再利用 農地嵩上げ 宮城県農業農村事業部
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4 

軟
弱
土
砂
改
良
技
術
と
の
違
い

　
泥
土
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
泥
土
の
性
状
お
よ
び
用

途
に
応
じ
た
要
求
品
質
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
生
活
環

境
に
対
す
る
影
響
等
も
検
討
し
、
目
的
に
あ
っ
た
適
切
な

処
理
方
法
を
選
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
泥
土
の
分
類

か
ら
処
理
方
法
や
処
理
技
術
、
要
求
品
質
に
適
合
す
る
固

化
材
を
選
定
し
ま
す

が
、
固
化
材
を
た
だ

混
ぜ
る
だ
け
で
は
、

均
一
な
品
質
は
担
保

で
き
ず
、
一
番
重
要

な
の
は
混
ぜ
る
技
術

と
な
り
ま
す
。
図
2

に
泥
土
処
理
技
術
の

位
置
付
け
を
示
し
ま

す
。
軟
弱
土
砂
の
改

良
で
使
用
さ
れ
て
い

る
自
走
式
土
質
改
良

機
で
は
、
高
含
水
状

態
の
土
砂
は
直
接
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
原
泥
の
含
水

比
低
下
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
一
次
処
理
と
し
て
の
含
水
比
管
理
の
形

式
化
は
難
し
く
、
適
切
な
処
理
方
法
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

一
方
、
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
汚
泥
の
含
水

比
状
態
に
応
じ
て
品
質
を
安
定
し
て
管
理
が
で
き
、
大
量

か
つ
連
続
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
処
理
施
設

は
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
す
ぐ
に
調
達

で
き
る
体
制
に
あ
り
、
ま
た
、
移
動
式
の
プ
ラ
ン
ト
で
す

の
で
全
国
各
地
に
設
置
可
能
で
す
。

5 

新
た
な
事
業
展
開

　
現
在
、
た
め
池
は
全
国
に
約
一
七
万
箇
所
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は
、
近
年
の
地
震
な
ら
び
に
豪

雨
に
よ
る
被
災
も
踏
ま
え
て
、
地
震
や
豪
雨
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
、
万
一
の
決
壊
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
高
い
た
め

池
を
優
先
し
て
、
農
業
農
村
整
備
事
業
等
で
た
め
池
の
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
と
と
と
も
に
、
既
存
ダ
ム
に

つ
い
て
も
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
洪
水
調
節
機
能
の
付
与
や
土
砂
の
堆
砂
等
で
損
な
わ

れ
た
機
能
の
回
復
に
よ
る
災
害
防
止
等
に
お
い
て
は
浚
渫

が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
た
め
池
や
既
存
ダ
ム
に
堆
積
し

て
い
る
土
砂
は
原
則
と
し
て
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
事
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら

再
生
利
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
津
波
堆
積
土
や
河

川
氾
濫
や
土
石
流
等
で
発
生
し
た
高
含
水
土
砂
に
つ
い
て

も
復
旧
・
復
興
事
業
に
お
い
て
再
生
利
用
す
る
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
イ
ー
キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
汚
泥
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
浚
渫
土
砂
や
災
害
堆
積
土
砂
等
の
高
含
水
土

砂
に
つ
い
て
も
適
用
可
能
な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、利
用
用
途
の
拡
大
に
向
け
て
進
化
し
た
「
ネ
オ
・
イ
ー

キ
ュ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

6 

お
わ
り
に

　
弊
社
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
建
設

副
産
物
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
固
有
の
性
状
を
把
握
し

た
上
で
、環
境
負
荷
低
減
と
な
る
最
適
な
再
資
源
化
技
術
・

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
質
」
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
所
存

で
す
。

写真 1　泥土処理状況

図 2　泥土処理技術の位置付け
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